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分科会等名：生物リズム分科会 

 

１ 所属委員会名
（ 複 数 の 場 合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

○基礎生物学委員会 

 心理学・教育学委員会 

基礎医学委員会 

 臨床医学委員会 

  

２ 委員の構成 20名以内の会員又は連携会員 

３ 設 置 目 的 

 

 

 

 

 

地球環境の一日や一年の周期性に対応する様々なリズム性を

示す生命現象が存在する。現代社会では、生物固有の周期性を

無視した 24 時間社会や不規則化・夜型化が進んでおり、慢性的

な睡眠障害や心身の不調が生活習慣病をはじめとする疾病の誘

因となるだけでなく、産業界にも損失をもたらしている。 

本分科会は、ヒトを含めた生物と環境との関わりを検討し、

その成果を医療・社会に役立てることを目的とする。これらを

対象に、今後の協力体制を議論し、数理、物理、化学、工学と

の連携も図る。本分科会の所属委員会は、基礎生物学・基礎医

学・臨床医学・心理学・教育学といった幅広い領域に渡り、第

一部会と第二部会を含む包括的な活動を行う。分科会委員は、

日本時間生物学会や日本睡眠学会をはじめ日本精神神経学会、

日本心理学会など、幅広い学協会に所属し、分科会として分野

横断的かつ俯瞰的な活動を行うと共に、国民との対話を通じ、

その成果を一般社会と共有することを目指す。 

４ 審 議 事 項 １．生物リズムの研究 

２．研究成果の社会還元と国民の健康増進 

に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 令和５年 12月 22日 ～ 令和８年９月 30日 

６ 備    考   

 

 


